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上20歳代まで (B群)のダウン囁:児のいる家族から回答を得た (A群:108名,B群:84名)。 その結果,
生活の中で困っている問題の場面としては,学校や職場 (A群:35.2%,B群:381%),家庭 (A群:
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Ⅲ.結   果
A群214名,B群205名に調査票を送ったとこ
ろ,回答の得られたのは,A群i108名(回収








































不 明 2名 (19%)
年齢 (平均土標準偏差 )
家族数 (平均土標準偏差)
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帰宅 してか らの時間の過 ご し方がテ レビ中′し、の生活 になっている
1 8
人FE5関係―家族







仕事がで きない (学校か ら帰 って き 夏休みなど長期休暇のとき)
N=34 (31 59る)
人間関係―友だち
















弟 に兄の障害 について うまく説明で きるか心配
我 々の意見が取 り入れ られない
健康問題
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将     来
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1  排 ,世の処 l里が うま くで きな
庭



























周 囲 の 理 解  偏 見"ダウンは親が因子 をもつ
障害者 に冷たい面がある






月巴   ,両
白内障が進行 しつつある
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発行 ひとなる書房 247頁定価 1800円+税
日本の家庭環境は核家族化や生活環境の欧米化がすすみ,以前の育児不安に加え,これまでと異な
った育児に不安を抱 く親が増えている。一方では多くの育児支援に対するネットワークも次第に確立
されつつある。然しなかなかそのような場に入り込めないような親子,情報が手に入らない親や具体
的なテキストがほしいと感じている親が多く見受けられる。本書はそのような親に,親のあり方, し
つけ,子どもの発達の見方など日常にみられる疑間をあげ,その問題点に対しいくつかの解決への道
筋を示し,読みやすく,わかりやすく解説されている。「完璧な親などいない」という表題がしめす
ように,多くの観点から子どもの育っていく姿を見,知り,感じることで,その中で親が育てられて
いくことの楽しさが述べられている。
親教育プログラムのすすめ方
ツドキヤタニ著
三沢直子監修
門脇陽子翻訳
定価 2800円十税
最近の育児の問題点として,「年齢が若い,ひとり親,周囲に相談出来る相手がいない,収入がない」
など育児が難しい家庭が増えています。このような家族に集団,あるいは個人で自分たちの生活や育
児,親の役割などを安心して考えられる場の提供はきわめて重要であります。
本書はこのような場で親 F「l士の交流の企画,準備,実施していく援助者 (ファシリエーター)のた
めの実用的マニュアルとして非常に簡潔に書かれており,実践する上に基盤となるものと思います。
それによって親とあなたとの位置がより近くなり,相互信頼が得られるものと思います。
(東邦大学第二小児科学教室 鈴木五男)
